
今
年
で
１６
回
目
を
迎
え
る
町
観
光
協
会

（本
田
研

一
会
長
）
主
催
の

「新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り
」
が
２
月
‐４
日

（土
）
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
南
阿
蘇
鉄
道
の

「新
酒
列
車
」
が
運
行
さ
れ
、
県
内
外

か
ら
約
４０
人
が
参
加
。
立
野
駅
を
出
発
し
、
約
１
時
間
か
け
て
走
る
車

内
で
は
、
郷
土
料
理
が
盛
ら
れ
た

「ふ
る
さ
と
弁
当
」
と

「新
酒
」
を

楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
町
内
散
策
を
行
い
、
高
森
駅
で

の
鏡
開
き
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
祝
い
ま
し
た
。

３
月
・４
日

（日
）
に
は
、
高
森
駅
前
公
園
で
ラ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新洒を飲んで大満足 !

新洒とふろさとの味まつl,

■F
F"

● 列車内で盛大に「かんぱ―い」

高森駅での鏡開き

獨ド爾国国回D
が家の

吉良 嘉文さん

山口

で

| て
、

♂
　
嚇
凌

高森・上町 26歳

●お仕事

デイリーヤマザキ高森

店の副店長です。

●趣味

野球。 ドライブ。
●一番やりたいこと

野球の試合。海外旅行。

●理想のタイプ

思いや りのある人。

摂 妹ができてお兄ちゃんにな りま

した。高い所が大好 きでいつも

元気に遊んでます。

女 ヽ ●
★

／

［■

、

キ

ヽ
慮
・・一・・へ
Ｌ

、、
Ｆ

屏
巡

父 山口  純さん
母      和 美 さん

(高森・横町)

★

千 ★
ク

★ 高森町の人口の動き
世帯数/2,664戸 (-1)
男 :3,674人 (+9)/女 :4,002人 (-5)
総 数/7,676人 (+4)
(平成16年 1月 31日 現在 )

★
五

言
レ
ー
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庫本を持って旅に出よう !そんな気持ちにさせられ

る本を読みました。詩や短歌など日本文学の名作な■
Ч 高森町マスコット

ど38編から旅心を誘われるくだ りを選び出し、作家と作

品の魅力を解説で解き明かし、現地ガイ ドも加えた 「旅に

出たくなる日本語」。この本を読んで、文庫本でも携えて

旅行に出かけ、その舞台での作家の気持ちを感じ取る旅も

『旅行を楽しむ』ひとつの方法かなと感じました。みなさ

んもどうですか。

著者は、本町に在住の福田章さんです。

発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174
印刷/(株)熊本新生社印刷

“
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森林資源保護 自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています
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相
談
コ
ー
ナ
ー

料
巡
回
相
談

●

熊
本
県
と
熊
本
県
ヤ
ミ
金
融
緊

急
連
絡
会
議
の
共
催
で
、
ヤ
ミ
金

融

。
多
重
債
務
無
料
巡
回
相
談
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

熊
本
県
ヤ
ミ
金
融
緊
急
連
絡
会

議
は
、
平
成
１５
年
８
月
・１
日
に
、

ヤ
ミ
金
融
に
よ
る
被
害
者
の
急
増

に
対
応
す
る
た
め
、
行
政
機
関
と

弁
護
士
会
な
ど
の
民
間
の
支
援
組

織
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
各
地
域
の
ヤ
ミ
金
融
。

多
重
債
務
の
相
談
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
県
内
各
地
を
巡
回

し
て
無
料
相
談
会
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

輻
と
　
き
　
４
月
２２
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

隋
と
こ
ろ

阿
蘇
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

鶉
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
企
画
財
政
課
　
企
画
係

ＴＥＬ

６

２

‐
１

１

１

１（内
線
２
１
２
）

饒
鬱
金
相
談

´
Ｖ
「
―
―
―
―
―
―

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。

轟
と
　
き
　
３
月
２６
日

（金
）

午
前

１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

玲
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（大
会
議
室
）

●

浚
ず
配
ご
と
相
談

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談

を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

野
尻
地
区

躙
と
　
き
　
３
月
・８
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

輻
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
区

輻
と
　
き
　
３
月
１９
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

鮨
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

簑
と
　
き
　
４
月
６
日

（火
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

院
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

おくやみもうしあげます

工事名

湧水トンネ

ル公園駐車

場整備工事

:1榔鰍1鮒鼈椰搬雌1躙躙蠍脚珊‖躙欄腱繊1鞭贈略磐響華嚢壽妻華塞i馨蓑轟華撃奪:轟彗難難警 墨瞳購 臨鱗癬癬躙躙柵 師‖柵1柵棚柵|‖艤

24時間電話を通して健康をお届けします。

◎ 3月のテーマ ■月/耳鳴り|こついて
●火/最近のコンタクトレンズ事||1青
肛水/歳をとるとなぜ聞こえが

悪<なるの?
鼈木/保険でどの歯まで

白<できるの ?

立 野 病 院

寺 崎 医 院

南郷谷整形外科医院

渡 辺 内 科

後 藤 医 院

TE1 68-0111

TEL 62-0378

T■ 62-3351

TEL 67-1777

TEL 67-0019

3月 20日

3月 21日

3月 28日

4月 4日

4月 11日

ゝ2004年 1月受付分

(死亡者 )作齢)
71

85

87

94

54

88

63

内倉ハツコ

栗焼 宏一

(敬称略)

(御遺族 )

大谷 敬子
津留 ノブ
エ藤 正昭
内田 フミ
原 アキエ

内倉 利治
栗焼ケサユ

ｂ
ｒ
ν
■●

(住 所 )

高森。上町

高森・津留

永野原・小仲野

高森・横町

高森・下町

高森。下町

野尻。水上

開

郎

義

憲

子

正

康

政

秀

文

谷

留

藤

田

大

津

工

内

原

善 黄 の 灯
ありがとうございました

(敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

平成 15年 12月 受付分で本誌に掲載漏れ
がありました。お詫びして掲載します。

<香典返し>住吉信昭 本川信子 工藤
光輝

<一般寄付>本田虎太郎
1月 受付分
<香典返し>田上 トヨ子 中川昭子 甲斐
和子 甲斐定國 木崎美代子 内倉利治
富永譲 甲斐博次
<一般寄付> 島田キヌ 本田コフユ (叙
勲返礼)

■広報送料寄付
片山好美 (福岡県北九州市)

山室昭雄 (神奈川県足柄上郡中井町)
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毛症の
めての
治療
夢精
精通現象

脱
初
形
／
円
日
／

・

金
土
�
鶉

請負者工 期 契約金額(円 )

■■|
| ‐| | ‐| ‐| | | | ‐‐| | | | | | | | | | | ‐|||||||||||●

閉藤本組
H16.2.12～

H16.3.26
12,705,000円

―
―
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

賞鍵 瑠舞
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診療は午前9時から午後5時まで 入 札 結 果
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[今度の温泉館休館日]

[役場の支払日]

時間 :午前 9時から午後 3時まで

ヽ

イ
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量コ
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趣
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オレ.ォレ詐欺多発 ! 阿蘇カルデラス
ーパーマラソン

大会参加者募集
全国的に 「オレ。オレ詐欺」という手口

の詐欺が多発しています。高森町内でも同様

又は類似した詐欺事件が発生している状況で

す。十分ご注意ください。

★手回は 2種類あります。

◎電話で「オレ・オレ」と言うだけで、名前

を名乗らず、息子や孫などを装ったもの

◎警察本部や警察官を装ったもの

☆相手に「誰か」と名前を聞き、こちらから暑
息子や孫の名前を出して聞き返さない。 3
☆落ち着いて相手の声をよく確認する。  I
【相手の、泣きじゃくる声に編されない】 警

☆相手は入金を急がせるが、急く
゛
必要は全 曇

くない。             |
【今一度よく考えての行動を】    嚇
☆一度電話を切って、息子や孫に確認する。i

☆警察は、示談や金額等の仲介はしません。in

【ニセ電話です。編されない注意を】  #

靱と き 3月 30日 (火曜日)
9時 30分から 11時 30分まで

12時 30分から 16時まで

鮨ところ 林業総合センター

1.開催 日

■■

RDF(ゴ ミ固形燃料)>

● ●

く

大阿蘇環境センター

未来館施設内

せ
ん
か

内
閣
府
で
は
、
将
来
を
担
う
国

際
感
覚
豊
か
な
青
年
を
育
成
す
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
交
流
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
１６
年
度
に
実
施
す
る
「国

際
青
年
育
成
交
流
」
「
日
中
、
日
韓

青
年
親
善
交
流
」
「
世
界
青
年

の

船
」
「東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」
に

参
加
す
る
青
年
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
は
３
月
８
日
～
４
月

２
日
で
す
。
中
間
選
考
日
は
４
月

１６
日
で
す
。

ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
交
通
安
全

・
青
少
年
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

３

１

１

１

１

１

第
６
回
申
込
受
付
期
間

３
月
１
日

（月
）
か
ら

３
月
２２
日

（月
）
ま
で

融
資

（基
準
）
金
利

…
２
・
５
％

（２
月
２０
日
現
在
）

平
日
に
加
え
、
毎
月
第
１

・
第

３
日
曜
日
に
も
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
お
電
話
で
の
相
談

も
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

趾
お
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

８

７

１
２

０

０

０

（平
日
及
び
第
１

・
第
３
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

高
森
町
内
か
ら
出
さ
れ
た
燃
え
る

ゴ
ミ
は
、
南
部
中
継
基
地

（
旧
南
部

清
掃
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
大
阿
蘇
環
境

セ
ン
タ
ー
未
来
館

（
阿
蘇
町
）
に
運

ば
れ
ま
す
。

そ
こ
で
乾
燥

・
成
形
す
る
過
程
を
経
て
、

Ｒ
Ｄ
Ｆ

（ゴ
ミ
固
形
燃
料
）
に
な
り
大
牟
田

市
の
リ
サ
イ
ク
ル
発
電
所
で
火
力
発
電
の
燃

料
と
し
て
処
理
さ
れ
ま
す
。

大
阿
蘇
環
境
セ
ン
タ
ー
未
来
館
で
は
年

間
約
７
億
７
千
万
円
の
費
用
を
か
け
、
約

１
万
８
千
ト
ン
の
燃
え
る
ゴ
ミ
を
処
理
し
て

い
ま
す
。
町
内
か
ら
は
、
約
１
千
８
百
ト
ン

の
燃
え
る
ゴ
ミ
が
排
出
さ
れ
、
約
１
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

昨
年
４
月
の
資
源
ゴ
ミ
分
別
で
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
新
聞

・
雑
誌
な
ど
の
分
別
は
徐
々

に
根
付
い
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
わ
ざ

わ
ざ
き
れ
い
に
洗
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

ひ
も
で
縛
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
な
ど
の

理
由
に
よ
り
そ
の
ま
ま
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て

捨
て
て
い
る
人
も
、
ま
だ
少
な
か
ら
ず
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

粗
大
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
な
ど
は
も
っ
て
の

ほ
か
で
す
が
、
「ど
う
せ
燃
や
し
て
し
ま
う

か
ら
」
「面
倒
だ
か
ら
」
と
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
製
品
を
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
て
し
ま
う
こ

と
も
、
許
さ
れ
な
い
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
自
信
を
持
っ
て

「ゴ
ミ
」
を
出

し
て
い
ま
す
か
？

ゴミをゼロにはできない。

Iでもギロにするつもりで取り組槻
● ●

あ

馬扁されないよ うご:主責 を
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平成 16年 6月 5日 (土 )
100 kmの部…午前 5時スター ト
50 kmの 部…午前 11時スター ト

2.場 所
100 kmの部…長陽村福祉温泉センター

「ウィナス」スター ト

50 kmの 部…波野村役場前スタート

ゴールは共に「阿蘇町総合センター」

3.参加料

100kmの 部…13,000円 /50kmの 部…10,000円

4.参加資格

大会当日 18歳以上で健康な方

5.参加募集締切

平成 16年 4月 15日 (木)消印有効

¨お問い合わせ・募集要項等請求先

阿蘇広域行政事務組合 企画係
TEL 0967-24-5117

||■ :― 鵬

‥
ｉ
ｌ
」

Ｄ
腱

之 凸
‐
」〕

.■ III■・‐・

郭お問い合わせ先・
~・ ■・■ |・ ■■

嵩森警桑署 1生活安全係●TEL 62,01101

内
閣
府
青
年
国
際
交
流

個
人
向
け
融
資
の
受
付
を
開
始

鍮 耀
―響  層
F   葛

鯰
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平成 16年度国家公務員採用試験を実施 します。
詳 しくは人事院九州事務局までお問い合わせください。

★大学卒業程度

国家公務員採用 I種試験

国家公務員採用Ⅱ種試験

国税専門官採用試験

法務教官採用試験

労働基準監督官採用試験

航空管制官採用試験

★高等学校卒業程度

国家公務員採用Ⅲ種試験

刑務官採用試験

入国警備官採用試験

皇宮護衛官採用試験

航空保安大学校学生採用試験

海上保安学校学生採用試験(特別)

籾お問い合わせ先 人事院九州事務局 第二課 試験係 TEL 092-43卜7733

海上保安学校学生採用試験

海上保安大学校学生採用試験

気象大学校学生採用試験

●   ●

●   ●

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
衣
類
や
卵
パ
ッ
ク
な
ど
に
、
新
聞
・

雑
誌
な
ど
は
再
生
紙
や
ト
イ
レ
ツ
ト
ベ
ー

パ
ー
な
ど
に
、
び
ん

。
缶
な
ど
は
ガ
ラ
ス
び

ん
や
建
築
材
料
な
ど
に
再
生
さ
れ
ま
す
。
た

だ
、
び
ん

。
缶

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
中
身

が
残

っ
て
い
た
り
、
洗

っ
て
い
な
け
れ
ば

リ
サ
イ
ク
ル
の
工
程
で
衛
生
上
の
問
題
が
生

じ
、
大
変
な
手
間
と
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
環
境
問
題
。
こ

れ
ま
で
の
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃

棄
の

「
一
方
通
行
型
の
社
会
」
か
ら
廃
棄
物

の
発
生
抑
制
を
図
り
、
環
境

へ
の
負
荷
が
少

な
い

「循
環
型
社
会
」

へ
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
番
大
事
な
こ
と
は
「ゴ

ミ
を
出
さ
な
い
」
こ
と
で
す
が
、
出
て
し
ま
っ

た
ゴ
ミ
を
資
源
に
す
る
た
め
に
「分
別
す
る
」

こ
と
が
リ
サ
イ
ク
ル
の
始
ま
り
で
す
。
し
か

し
、
言
う
ま
で
も
な
く
住
民

一
人
ひ
と
り
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
意
識
が
向
上
し
な
い

限
り
、
循
環
型
社
会
の
実
現
は
あ
り
ま
せ
ん
。

各
家
庭
に
お
い
て
ゴ
ミ
の
出
し
方
を
も
う

一
度
検
討
し
て
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
環
境

問
題

へ
の

一
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
積
極
的

に
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

購

・

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
2級 ボ イ ラ ー 技 士 20 10。 22 13 ∩

∠ 13 ρ
０ 24 15 11 う

Ｏ 1。 23

ク レ ー ン 運 転 士 21 17 9 7 10 Ｑ

υ 14
Ｏ
υ

Ｏ
Ｏ 12 ，

ａ
ｏ
ё

移動式クレーン運転士
７

１ 13 15 14 ０
∠

Ｆ
Э 18 17 10

衛 生 管 理 者 22 25 16 lo.zr Ｑ

υ z I 13 4。 18 16 20 15 2・ 24
潜    水    士 ６

ё 15 20 19

下期日程 (予定)上期日程

※このほかに 13種類の試験を行っています。

はお問い合わせ先 九州安全衛生技術センター
〒 839-0809 福岡県久留米市東合川 5丁目 9番 3号 T[L0942-43-3381

ライをンズを,政つて1房|ど j」″|を5・″0ジバちブ牢ノノ

技能検定は、働く人々の技能を検定し、国として証明する制度です。個人の能力の証明として、

また企業における人材育成の手段としてさまざまな職種で活用されています。本年度も 1級～ 3級
の区分に応じ「機械加工」や 「造園工事」など約 35職種にいたって前期技能検定を実施します。

(注)職種により試験日は異なります。★印は、 3級職種が対象です。
はお問い合わせ先 熊本県職業能力開発協会技能検定課

〒 862-0950 熊本県水前寺 6-5-19 TEL 096-384-1711

平成16年 4月 5日 (月 )～ 4月 16日 (金 )

平成16年 6月 14日 (月 )～ 9月 5日 (日 )

平成 16年 8月 1日 (日 )☆、22日 (日 )、 29日 (日 )、 9月 1日 (水 )、 5日 (日 )

平成16年 9月 1日 (水 )★、 10月 5日 (火 )

学 科 試 験

受検 申請 受付

.・ 17.I TAKAMOR:I TOV′N-2004.03 4

家公務員採用試験のお知らせ ト
ー
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ゴ
ミ
処
理
手
数
料
が
タ

改
定
さ
れ
ま
す
。　
・
一

ゴ
ミ
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す

る
た
め
の
施
策
の

一
環
と
し
て
、
ま
た
、

近
年
の
ゴ
ミ
排
出
量
の
増
加
に
よ
る
適
正

な
受
益
者
負
担
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排
出

規
制
強
化
に
よ
る
施
設
の
改
修
及
び
最
終

処
分
費
の
増
大
な
ど
で
ゴ
ミ
処
理
に
多
大

の
経
費
を
要
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成

１６
年
４
月
１
日
か
ら
ゴ
ミ
処
理
手
数
料
を

改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

内
容
は
、
事
業
系
ゴ
ミ

（店
舗
や
事
務

所
な
ど
）
に
つ
い
て
は
１０
キ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
き
５０
円
と
な
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
南

部
中
継
基
地

（旧
南
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

に
直
接
お
持
ち
込
み
に
な
る
家
庭
系
ゴ
ミ

で
、
５０
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
ゴ
ミ
に
つ
い

て
は
処
理
手
数
料
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
コ
ン
ポ
ス

ト
容
器
等
を
利
用
し
て
家
庭
か
ら
出
る
生

ゴ
ミ
を
た
い
肥
に
し
て
土
に
か
え
す
な
ど

の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
た
だ
き
、
ゴ
ミ

の
再
利
用
、
資
源
化
な
ど
ゴ
ミ
の
減
量
に

つ
い
て

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
事
業
活
動
に
伴
い
排
出
さ
れ
る

ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
ゴ
ミ
置
場
に

出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
独
自
の
処
理

ル
ー
ト
を
確
保
す
る
か
、
ゴ
ミ
の
収
集

。

運
搬
許
可
を
持

つ
業
者
に
委
託
す
る
か
、

事
業
者
の
皆
さ
ん
が
自
ら
直
接
南
部
中
継

基
地

へ
持
ち
込
む
か
、
い
ず
れ
か
の
方
法

に
よ
り
処
分
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

南
部
中
継
基
地
（旧
南
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

ＴＥＬ

６

２

‐

０

７

１

９

※処理に解体を要する家電品については、従来どおり1台

につき 1,000円 をご負担いただきます。

ただし、家電 4品 目及び家庭用パソコンについては法律
に基づいた処理費用等が別途必要になります。

1.販売店に引き取ってもらう場合
リサイクル料金と収集運搬料金(販売店により異なります)がかかります。販売店にお尋ねください。

リサイクル料金 (消費税込)

2.南部中継基地 (旧南部清掃センター)に直接搬入する場合
リサイクル料金と特定家庭用機器運搬料金がかかります。郵便局で家電リサイクル券を購入

し、処分する物と一緒に搬入してください。 (郵便局にメーカー名の申し出が必要です)

郵便局で支払うリサイクル料金 (消費税込)

南部中継基地 (旧南部清掃センター)で支払う特定家庭用機器運搬料金 (消費税込)

家電 4品目の処理 (テレビs冷蔵鳳洗濯槻エアコン》~~~  ・ ~ ~    
※ 4月 1日 から電気冷凍庫が加わります。

50kg未 満 無料

50kg 125円

50kgを超える場合は
10kgま でごとに

25円加算

10kgにつき
(10kg未満は、 10kgと する )

50円

■■■■■
■■■

2,835円 4,830円 2,520円 3,675円

2,520円 3,675円2,835円 4,830円

1,500円21型以 上
1,000円20型以 下
3,000円401リ ッ トノレ以 _上
2,000円2011り ン` トル E人 _上 400り ッヽトルニ人 |ヽ
1,500円200リ ッ トノレ以

~下

1,500円律

1,000円律

熊本県知事選挙 投票日は 4月 4日 (日 )午前 7時から午後 6時まで

任期満了に伴う熊本県知事選挙は、 4月 4日 (日 )が投票日です。県政への関心を、この選挙を生
かし自覚と良識ある 1票を投じましょう。

県政はあなたの 1票から始まります。必ず投票しましょう。

◎期日前投票

投票日当日にレジャーや買い物など何らかの都合で投票所へ行けない人、あるいは仕事や親族の冠

婚葬祭などがある人も、投票区域を問わず期日前投票ができます。

口期    間 3月 19日 (金)～ 4月 3日 (土)※ 土・日もできます。
酪時    間 午前 8時 30分～午後 8時
炒場    所 林業総合センター
』持参するもの 投票所入場券

◎不在者投票

病院に入院や老人ホームなどに入所している人は、その施設が不在者投票施設に認定されていれば、

不在者投票ができます。それぞれの施設にお問い合わせください。

馘お問い合わせ先 高森町選挙管理委員会事務局 TEL 62-1111 担当 :本川 宰

まず1票 ここから政治が 始まります

〃紹へ。新iたな体験と″会ル|を求めて

熊本県少年「友婚のN』
鬱Fu好の船塵

団員募集 !!

●   ●

●   ●

県内の小中学生を対象に班活動や、沖縄での参観活動、沖縄県の小中学生との交歓活動を体験し、

団体生活での規律や楽しさを学ぶことにより、少年の健全育成を図ることを目的として実施します。

県内
96人
24人

小学校 5・ 6年生
中学校 1～ 3年生

県内
小学校 5・ 6年生

中学校 1～ 3年生

112人

48人

※応募者多数の場合は抽選にて団員決定 (抽選会 :5月 28日 )
平成 16年 4月 12日 (月 )～ 5月 7日 (金 )

,中  縄  県

船航 空 機
自然の家 2泊、ホテル 2泊 船内 2泊、自然の家 4泊

平成 16年 7月 25日 (日 )
～ 7月 29日 (木)4泊 5日

平成 16年 8月 4日 (水 )
～ 8月 10日 (火)6泊 7日

首里城・沖縄戦跡公園・平和祈念資

料館・おきなわワール ド参観、沖縄県

小中学生との交流会、キャンプファイ

ヤー交流会、海水浴、翼祭り等

森の自然体験、海の自然体験、体験創

作活動、市場探検、交流会、星空観察、

船内クラブ活動、船祭り等

45,000円 (報告書代を含む)

高森町教育委員会 TEL 62-1111(内 線 242・ 243)

友好の船友好の翼
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取 |‐扱|・区・分

家庭系ゴミ

事業系ゴミ

品 物 ァレビ 冷蔵庫(冷凍庫 ) 麗麗機 エアコン

リサイクル料金

品 物 テレビ 屁震氷剰劇剛
‐
洗濯機 エアコン

リサイクル料金

テレビ

冷蔵庫

(冷凍庫 )

洗濯機

エアコン

飩鱚圏鯰同

蜃已厄吻

鰯厄躙鯰蛉

1薔1睦1内1容|

資■1燿|■全

応11募|■先



:日 日|口 |]
暉 興

土
地
や
建
物
、
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
を
取
得
し
た
と
き

に
、
印
紙
税
や
登
録
免
許

税
、
不
動
産
取
得
税
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
税
金
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

同
時
に
所
得
税
の
控
除

な
ど
の
特
別
措
置
が
受
け

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

家
を
建
て
た
と
き
に
必
要
な
税
金

①
印
紙
税

（国
税
）

売
主

・
請
負
者
と
の
契
約
書
に
は
、
収
入
印
紙
を
は

っ

て
印
紙
税
を
納
付
し
ま
す
。
税
額
は
契
約
金
額
に
よ

っ
て

異
な
り
ま
す
。
必
ず
消
印
を
し
て
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

②
登
録
免
許
税

（国
税
）

土
地

。
建
物
の
所
有
権
な
ど
の
登
記
を
す
る
と
き
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
税
額
は
、
不
動
産
の
固
定
資
産
評
価
額
に

一
定
の
税
率
を
掛
け
た
も
の
で
す
。

③
不
動
産
取
得
税

（県
税
）

土
地

。
建
物
を
取
得
し
た
と
き
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
税

額
は
、
不
動
産
の
固
定
資
産
評
価
額
に
税
率
を
掛
け
た
も

の
で
す
。　
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
軽
減
さ
れ

ま
す
。

家
を
建
て
た
ら
毎
年
払
う
税
金

（町
の
財
政
を
支
え
て
い
ま
す
）

固
定
資
産
税

（町
税
）

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
、
固
定
資
産
評

価
額
を
基
に
算
定
さ
れ
た
税
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
町
か

ら
納
税
者
に
対
し
送
ら
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
５
月

か
ら
年
３
回
に
分
け
て
納
め
ま
す
。
新
築
住
宅
に
つ
い
て

は
、
３
年
間
は
減
額
さ
れ
ま
す
。

●

「土
地
・家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」の
縦
覧

納
税
者
の
所
有
す
る
資
産
だ
け
で
は
な
く
、
町
内
全

て
の
土
地
及
び
家
屋
の
価
格
等
が
適
正
か
ど
う
か
を
確

認
し
て
い
た
だ
く
た
め

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
及

び

「家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧
を
左
記
に
よ
り

実
施
し
ま
す
。

な
お
、
縦
覧
は
無
料
で
で
き
ま
す
。

縦
覧
場
所
　
役
場
　
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

縦
覧
で
き
る
人

・
高
森
町
に
、
固
定
資
産
税
を
納
税
し
て
い
る
人

。
納
税
管
理
人

「固
定
資
産
税
課
税
台
帳
」
の
間
覧

自
分
の
所
有
す
る
固
定
資
産
の
内
容
を
確
認
し
て
い

た
だ
く
た
め

「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」
の
関
覧
を
左
記

に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
期
間
中
は
無
料
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
場
所
　
役
場
　
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

役
場
各
出
張
所

閲
覧
で
き
る
人

・
固
定
資
産
の
所
有
者

（納
税
義
務
者
）

・
納
税
管
理
人

・
借
地
人

・
借
家
人

（賃
借
に
か
か
る
資
産
の
み
）

※
右
記
以
外
の
方
が
閲
覧
す
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

縦
覧

・閲
覧
期
間
　
４
月
１
日
（木
）
～
５
月
３１
日
（月
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時

（土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

鶉
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
６
３
）

家
を
建
て
た
と
き
。

一
　
Ｌ
■
〕
　
　
　
　
・・　
　
　
●

，
Ｚ

往ヽ
一

タ
カ
Ｆ
　
）
ノ

お
蔭
様
で
、

森
町
伝
統
芸
能
公

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

近
年
の
私
達
の
国
は
、
戦
後
の
急

激
な
人
口
増
、
そ
し
て
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
代
表
さ
れ
る
経
済

成
長
は
、
離
農

。
離
村
を
加
速
さ

せ
て
い
き
ま
し
た
。
若
年
層
の
減

少
は
、
お
御
輿
の
担
ぎ
手
さ
え
も
、

支
障
き
た
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
道
２
６
５
号
、
大
戸
の
日
か

ら
、
高
森
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
向
か

い
左
手
の
丘
に
、
金
比
羅
様
を
お

奉
り
し
た
、
小
さ
な
祠
が
あ
り
ま

す
。
人
知
れ
ず
苔
む
し
た
祠
は
、

や
が
で
草
部
に
向
か
う
道
筋
、
峰

の
宿
に
も
残

っ
て
い
ま
す
。
高
森

の
伝
統
芸
能
は
、
各
地
の
様
々
な

要
素
を
含
み
も
っ
た
、
交
流
の
証

を
残
し
て
い
ま
す
。
金
比
羅
様
は
、

ご
承
知
の
通
り
、
農
耕
神
で
あ
り

ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

を
願
う
色
彩
の

仰
対
象
で
す
。
山

の
地
に
、
海
上
交
通
の
安

全
を
願
う
金
比
羅
様
が
あ
る
の
は
、

何
故
で
し
ょ
う
。
後
ほ
ど
ふ
れ
ま

す
が
、
そ
の
金
比
羅
様
の
小
さ
な

祠
が
、
冬
野
に
も
あ
り
ま
す
。
今
は
、

細
い
坂
道
が
残
る
こ
の
地
、
か
つ

て
は
、
交
通
の
要
で
あ
り
、
人
々

の
往
来

。
文
化
の
往
来
が
あ
り
ま

し
た
。
金
比
羅
様
の
祠
、
或
い
は

そ
の
石
塔
は
、
波
野
を
経
て
、
大

分
県
竹
田
か
ら
鶴
崎
港

へ
到
る
道

筋
に
、
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。

高
森
と
言
う
よ
り
、
阿
蘇
で
の

「塩
」
は
、
天
草
産
で
は
な
く
、
竹

田
を
経
た
大
分
の

「塩
」
が
も
た

ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
達
の
命

に
欠
か
せ
な
い
塩
は
、
大
分
か
ら

も
た
ら
せ
ら
れ
た
、
古
来
よ
り
の

「塩
の
道
」
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

塩
の
道
は
、
物
資
の
往
来
ば
か
り
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か
、
人
間
関
係
が
も
た
ら
す
婚
姻

は
、
伝
統
的
祭
祀
を
も
、
運
び
ま

し
た
。
江
戸
時
代
の
中
期
か
ら
後
期
に

か
け
て
、
金
比
羅
詣
で
が
、
流
行

し
ま
す
。
そ
の
時
代
、
長
崎
出
島

に
、
オ
ラ
ン
ダ
商
船
に
よ

っ
て
、

「と
う
き
び
」
が
も
た
ら
せ
ら
れ
ま

す
。
そ
の

「と
う
き
び
」
は
、
２

年
位
の
時
間
で
、
ま
た
た
く
ま
に

東
北
地
方
ま
で
、
普
及
し
た
そ
う

で
あ
り
ま
す
。
米
に
か
わ
る
、
日

本
の
風
土
に
適
し
た

「と
う
き
び
」

は
、
米
の
代
用
食
と
し
て
、
栽
培

面
積
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

当
時
、
草
部
で
金
比
羅
講
が
設
け

ら
れ
ま
す
。
講
と
は
、
金
比
羅
詣

で
の
、
旅
行
代
金
積
み
立
て
の
た

め
の
、
任
意
グ
ル
ー
プ
の
シ
ス
テ

ム
と
も
言
え
ま
す
。
講
に
よ
っ
て
、

代
表
者
を
、
金
比
羅
詣
で
に
送
り

出
す
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
金
比
羅

詣
で
の
道
は
、
草
部
か
ら
、
波
野
・

大
分
県
竹
田
を
経
て
、
鶴
崎
港
か

ら
船
で
向
か
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
道
筋
に
、
金
比
羅
様
の
祠
が

あ
る
。
旅
の
安
全
を
願
っ
た
、
人
々

の
素
朴
な
祈
り
の
証
で
あ
り
ま

し
よ
う
。

当
時
、
金
比
羅
詣
で
を
し
た
草

部
の
人
が
、
四
国
か
ら

「と
う
き

び
」
を
持
ち
帰
り
ま
す
◇
今
は
、

●

阿
蘇
の
代
名
詞
と
も
な
っ
た

「と

う
き
び
が
あ
る
風
景
」。
そ
れ
は
、

名
も
知
ら
ぬ
草
部
の
人
が
も
た
ら

し
た

「
一
粒
の
と
う
き
び
」
で
あ

り
ま
し
た
。
高
冷
地
に
あ

っ
て
、

た
え
ず
火
山
灰
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
。
そ
の
様
な
環
境
下
に
あ
っ

て
も
収
穫
し
得
る
こ
の
作
物
は
、

阿
蘇
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
、
ど

れ
ほ
ど
貴
重
な
農
作
物
で
あ
っ
た

か
、
収
穫
が
終
え
る
と
、
乾
燥
さ

せ
た
根
は
、
冬
場
の
燃
料
に
な
る
、

捨
て
る
と
こ
ろ
が
な
い
、
ま
さ
に

阿
蘇
人
に
と
っ
て
何
に
も
代
え
難

き
農
作
物
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
と
う
き
び
は
、
代
用
食
と
し

て
の
観
念
か
ら
か
、
貧
し
さ
の
イ

メ
ー
ジ
を
拭
い
去
れ
ぬ
ま
ま
に
、

い
つ
の
ま
に
か
「と
う
き
び
」
が
「ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
」
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。
と
う
き
び
飯
。お
餅
に
。

冬
場
に
石
自
で
挽
く
、
そ
の
労
働

を
支
え
た
の
が

「と
う
き
び
挽
き

唄
」
で
あ
り
ま
し
た
。

伝統芸能公開より「峰の宿ばんば踊り」
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高
森
町
に
あ
る
数
多
く
の
伝
統
芸
能
を
今
に
伝
え
よ
う
と
活

動
す
る
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
。
今
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ

で
掲

載
し
ま
す
。

高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長

田
　
研
　
一

住
宅
借
入
金
な
ど
の
所
得
税
の

特
別
控
除
に
つ
い
て

マ
イ
ホ
ー
ム
の
ロ
ー
ン
購
入
に
伴
う
特
別
控
除
は
、

新
築
の
ほ
か
増
改
築

・
中
古
住
宅
取
得
に
も
適
用
で

き
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
融
資
を
受
け
て
マ
イ
ホ
ー
ム

を
新
築
、
購
入
、
増
改
築
な
ど
し
た
場
合
、　
一
定
の

要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
、
１０
年
間
特
別
控
除
が
受
け

ら

れ

ま
す
。

給

与

所

得

者

は

１
年

目

に
確

定
申

告

を
す

る
と
、

２
年

目

以

降

は
年

末

調
整

を

通

じ

て
、

納

め

た

所

得

税

の

一
部

が

戻

っ
て
き
ま
す
。

〃
Ｚ
〃／ %1/

●
〓
め
社
会
　
・　

一の
様
が
生
き
て
い
る
●

●
　

・　

　

・
　

　

卜■

つ

ヽ

、
．
　
，

尋
ノ
ー
ヽ
‐．
　

・

， ム

タ
子句

１
７

■
′

卜
Ｌ
Ｌ

シ
リ
ー
ズ
①

一

F_ ■

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．‐
・ヨ
ョ
ュ
■
ｉ
Ｉ
一

●
●
・
・　
・・　
・
　
響
　
一

〓

　

　

『

一　
　
　
　
　
　
　
　
・　
¨

．
　
‐・　
．
　
．　
　
‐
　
”

・・　
・　
・　
‐
『
‐・

i.i
膿‐|

4
珈

鰺
下
蜃
¬
・・一・

・ す‐1  ・ ■哩

掲

一
感 _露



下り→ (高森行)

上り→ (立野行)

※ 9010、 9011、 9016、 9019は 卜ロッコ列車です。
※卜ロッコ列車は 3月 27日 から 11月 7日 までの土、 日、祝日運転します。
ただし、春休み (3月 27日 ～ 4月 7日 )及び夏休み (7月 21日 ～ 8月 31日 )は毎日運転します。
※卜ロッコ列車の運転日以外及び大雨・台風等が予想される場合、普通列車で運転します。

※ 2列車及び 3列車は土、日、祝日及び春休み、夏休み、冬休み (12月 25日～ 1月 7日 )は運転しません。
※卜ロッコ列車の団体予約は次の場合を除き受付いたします。

9011列車  ・5月 1日 ～ 5日  ・ 7月 17日 ～ 8月 31日 の土曜日、祝日 ・ 8月 1日 ～ 20日
9016列車  。5月 1日 ～ 5日  ・ 7月 17日 ～ 8月 31日 の土曜日、祝日

車
を
取
得
す
る
と
、
廃
車

に
す
る
ま
で

一
定
の
税
金
が

掛
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
環

境
に
優
し
い
車
は
、
グ
リ
ー

ン
化
税
制
に
よ
り
優
遇
さ
れ

る
の
で
お
得
で
す
。

車
を
購
入
し
た
ら

①
自
動
車
取
得
税

（県
税
）
〈購
入
時
の
み
〉

新
車

。
中
古
車
を
問
わ
ず
取
得
価
格
が
、
５０
万
円
以
下

の
場
合
を
除
き
、
５
％

（営
業
用
車
と
軽
自
動
車
は
３
％
）

を
県
税
と
し
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
税
収
は
、

道
路
に
関
す
る
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

②
自
動
車
重
量
税

（国
税
）
〈購
入
時
お
よ
び
車
検
時
〉

道
路
な
ど
の
社
会
資
本
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
財
源
と

し
て
、
車
検
の
際
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
自
動
車
の
区
分
や

総
重
量
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
税
率
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
③
自

動

車

税

（県
税
）
〈購
入
時
お
よ
び
毎
年
５
月
〉

軽
自
動
車
税

（町
税
）
〈毎
年
４
月
）

毎
年
４
月
１
日
午
前
０
時
時
点
の
車
の
登
録
名
義
人
が

対
象
。
車
の
種
類
や
用
途
、
排
気
量
に
よ

っ
て
税
額
が
決

ま
り
ま
す
。

登
録
月
に
応
じ
て
、
新
車
を
購
入
し
た
場
合
に
は
月
割

り
で
課
税
さ
れ
、
廃
車
に
し
た
場
合
は
月
割
り
で
還
付
さ

れ
ま
す

（軽
自
動
車
は
除
く
）
。
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賤
層
回趣
』騰
壇
銀橿
贖
麟
鰺艤
聾
凝艘
鍾
麟聾
圏̈

鰹
竃
國

農
重駆
講量
螢蟻
彗圏

螢
繭覇
議
戴
撃翻
璽
錮翻
謝最
調釧
警
璽
翻翻
露
瓢
副露
爾
燿鏑
饗
簑肺
越醸
鰯
践誦
は

緩嚇
は
観蠅
燿
鷹
纏
臓朧
噛

廃
車
し
た
ら

自

動

車

税

（県
税
）

軽
自
動
車
税

（町
税
）

自
動
車
を
売

っ
た
り
廃
車
に
し
た
と
き
は
、
移
転
登
録

や
抹
消
登
録
の
手
続
き
を
必
ず
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
登
録

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
自
動
車
税
を
す
で
に
全
額
納
め
て
い
る

場
合
は
、
抹
消
登
録
な
ど
を
し
た
日
の
翌
月
以
降
分
が
月

割
り
で
還
付
さ
れ
ま
す

（名
義
変
更
、
軽
自
動
車
の
場
合

を
除
く
）
。
登
録
手
続
き
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
熊
本
陸

運
支
局

（皿
０
９
６
‐３
６
９
‐
３
１
８
９
）
、
軽
自
動
車
に

つ
い
て
は
熊
本
県
軽
自
動
車
協
会

（
皿
０
９
６
‐
３
６
９
‐

７
９
２
０
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

忘
れ
て
掛
ま
せ
ん
か

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の
廃
車
・

猛
Ｈ一義
亦
（百
　^
手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に

使
用
し
て
い
な
か

っ
た
り
、
他
の
人
に
譲

っ
た
バ
イ

ク
や
軽
自
動
車
は
廃
車

・
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
な

け
れ
ば
課
税
さ
れ
ま
す
。

◆
手
続
き
先

①
高
森
町
ナ
ン
バ
ー
で
１
２
５
Ｃ
Ｃ
ま
で
の
バ
イ
ク

小
型
特
殊
自
動
車

（農
耕
作
業
用
車
等
）

役
場
　
税
務
課
　
町
民
税
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
６
４
、
１
６
５
）

●
必
要
な
も
の
　
印
か
ん
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

②
熊
本
ナ
ン
バ
ー
の
も
の

。
軽
４
輪
車

（６
６
０
Ｃ
Ｃ
以
下
）

。
１
２
６
～
２
５
０
Ｃ
Ｃ
の
２
輪
車

熊
本
県
軽
自
動
車
協
会

熊
本
市
東
町
４
丁
目
１４
番
６
号

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

６

９

１

７

９

２

０

・
２
５
０
Ｃ
Ｃ
を
超
え
る
２
輪
車

熊
本
陸
運
支
局

熊
本
市
東
町
４
丁
目
１４
番
３５
号

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

６

９

１

３

１

８

９

●
必
要
な
も
の
　
印
か
ん
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、

車
検
証

（車
検
が
あ
る
車
両
）
、

新
名
義
人
の
新
住
所
地
住
民
票

※
他
県
で
手
続
き
し
た
場
合
は
、
高
森
町
役
場

へ
必
ず
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
高
森
町
ナ
ン
バ
ー
の
バ
イ
ク
等
が
盗
難
（警
察

へ
届
出

が
必
要
）
に
あ

っ
た
り
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
紛
失

し
た
場
合
に
も
廃
車
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

車
の
取
得
か
ら

廃
車
ま
で
。

躊
鰈
．
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う
０ 6:08 6:15 6:17 6:19 6:22 6:26 6:30 6:35 6:38
Ｆ
Э 7:30 7:37 7:43 7:46 7:52 7:56 8:00 8:04

8:39 8:43 8:47７

１ 8:16 8:23 8:25 8:28 8:31 8:34
9:50 9:53 9:56 10:01 10:06 10:10 10:14Ｑ

υ 9:41 9:48
11 :08 11:15 11:18 11:20 11:24 11:27 11:32 11 :36 11:4011

9011 11 :40 11:55 12:03 12: 10 12:16 12:25 12:39
13 12:53 13:00 13:02 13:05 13:08 13:11 13:16 13:20 13:24
15 13:33 13:40 13:42 13:45 13:48 13:52 13:57 14:01 14:04
17 14:35 14:42 14:44 14:47 14:50 14:54 14:58 15:03 15:06

15:48 15:51 15:54 15:59 16:03 16:0719 15:36 15:43 15:45
9019 15:54 16:09 16:16 16:23 16:28 16:38 16:52

17:31 17:36 17:3921 17:08 17:15 17:17 17:20 17:23 17:27
18:58 19:03 19:07 19:1123 18:40 18:47 18:49 18:52 18:55

19:30 19:34 19:37 19:42 19:46 19:4925 19:18 19:26 19:28
27 20:33 20:35 20:38 20:41 20:49 20:53 20:5720:26
29 21:32 21:41 21:44 21:47 21:51 21:55 22:00 22:03

中松  阿蘇白川 見晴台  高森列車番号  立野  長陽  加勢  阿蘇下田 由

（

′

（

θ
ｒ

∩
∠ 5:39 5:41 5:45 5:49 5:52 5:54 5:57 5:59 6:05

6:424 6:16 6:18 6:22 6:26 6:29 6:31 6:34 6:36
′
０ 7:42 7:44 7:48 7:52 7:55 7:58 8:01 8:03 8:09
ｏ
Ｏ 8:52 8:54 8:58 9:02 9:05 9:07 9:10 9:12 9:18
9010 9:40 9:52 10:02 10:07 10:12 10:17 10:21 10:35
10 10:32 10:34 10:38 10:42 10:45 10:47 10:50 10:52 10:58

12:3312 12:06 12:08 12:12 12:16 12:19 12:22 12:25 12:27
13:21 13:2814 13:01 13:03 13:07 13:11 13:14 13:17 13:19

9016 13:32 13:43 13:52 13:57 14:03 14:07 14:24
13:43 13:52 13:57 14:03 14:07 14:11 14:178016 13:32

16 14:44 14:46 14:50 14:54 14:57 14:59 15:02 15:04 15:11
16:4418 16:18 16:20 16:24 16:28 16:31 13:34 16:36 16:38

18:1020 17:50 17:52 17:56 18:00 18:03 18:05 18:08
19:06 19:1422 18:48 18:50 18:54 18:58 19:01 19:04
20:12 20:14 20:2024 19:54 19:56 20:00 20:04 20:06 20:09

21:16 21:19 21:21 21:2726 21:01 20:03 21:07 21:11 21:14

列車番号  高森  見晴台 阿蘇白川  中松  白水高原 阿蘇下 加勢 ユ

グ
リ
ー
ン
化
税
制
に
つ
い
て

環
境
に
優
し
い
車
は
、
自
動
車
税
な
ど
が
優
遇
さ
れ

ま
す
。

車
が
地
球
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
こ
と
か

ら
、
低
燃
費
車
や
低
公
害
車
は
、
性
能
な
ど
に
応
じ

て
自
動
車
税

や
自

動
車
取
得
税

が
軽

減
さ
れ

る
場
合

が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、

環
境
負
荷
の
高
い
車

（新
車
新
規
登
録
か

ら

一
定
年
数

を
経

過
し
た
車
）
は
税
率

が
高
く
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

′
ハ

〆

ヽ

、ヘ

南阿蘇鉄道列車時刻表
(平成 16年 3月 13日 改正)
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,】
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7:40

20:44
21:39

長 陽

14:11

18:16
19:08

′
４



昨
年

Ｈ
月
に
開
催
し
ま
し

た

「す
ま
い
る
フ
ェ
ス
タ
ｉ

ｎ

人
権
啓
発

一
　
　
　

ひ
よ
う

　
　

　

ご

　

　

　

し
よ
う
　
　
　
か
い

標
語
紹
介

，つ
″
け
ん

人
権
啓
発

フ

ェ
ス

が

い
ほ
う

こ
　

　

　

　

か
い

で

、

解

放

子

ど

も

会

し
ょ
う
が

っ
こ
う
　
　
　
じ
ん
け
ん
げ
き

小

学

校

）

が

人

権

劇

は

つ
ひ

ょ
う

（高
森
中
央

「と
べ
な
い

,た

も
り
」
（舞
６
鴎
一一騨
げ

《
小
学
生
の
思
い
》

ホ
タ
ル
」
を
発
表
し
ま
し
た
の
で

し
よ
う
か

い

紹
介
し
ま
す
。

《
あ
ら
す
じ
》

こ
の

「と
べ
な
い
ホ
タ
ル
」
の

は
な
し
　
　
な
か

　

　

し
ゅ
じ
ん
こ
う

お
話

の
中

で
主
人
公

の
ホ
タ
ル

は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
羽
が
ち

じ
れ

て
い
て
と

べ
ま
せ
ん
。

ま

わ
り
の
ホ
タ
ル
た
ち
が
、
み
ん
な

あ
　
　
　
　
　
ま
え

当
た
り
前
の
よ
う
に
と
ん
で
い
く

な
か
、
と
べ
な
い
こ
と
に
な
や
む

し
ゆ
じ
ん
こ
う

主
人
公
の
ホ
タ
ル
。
そ
し
て
、
そ

の
ホ
タ
ル
の
こ
と
を
し

っ
か
り
と

み
ま
も

見
守
り
、
そ
の
ホ
タ
ル
の
た
め
に

な
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つね
　
かん
が

何
か
で
き
な
い
か
と
常
に
考
え
る

高森中央小学校

2年連続で奨励賞 人

権

け

い
は

つ史芸 じ

ん

け

ん
フ
~

イ

バ

リレ

高森中央小学校が、財団法人ソニー教育財団

の「ソニー子ども科学教育プログラム」で 2年

連続の奨励プロジェクト校に選ばれました。

これは、科学好きな子どもを育てる教育計

画を全国の小中学校から募集して選ばれたもの

で、総合的な学習時間のうち、各学年で 50時
間を理科 「おもしろサイエンス」と算数 「おも

しろ数の世界」の選択制として、 3～ 6年生が
一緒になって実験や観察を行う取り組みが評価

されました。

また、高森東中学校も努力校に選ばれました。

表彰式では、助成金の目録とパソコ などが贈られました

故 本田國男さん (高森・上在)

旭日単光章受賞
故本田國男さんが旭日単光章を受賞され、 2
月9日 に叙勲伝達式が行われました。

本田さんは、昭和 54年から平成 11年までの

5期 20年、高森町議会議員として、活力ある

町づくり及び町の発展向上に貢献されました。

また、「湧水 トンネル公園七夕まつり」では、

七夕飾りの基になる材料の調達や作成に尽力さ

れ、 これまでに約 600基に係わり、毎年観光客
の目を楽しませています。

妻の本田コフユさんが叙勲の伝達を受けました

道
ひ
と
筋
　
白
鳥
ら
し
ゅ
う
な
る
バ
レ
ー

一
番
ロ
　
テ
ン
ト
張

っ
と
る
虎
フ
ア
ン

声
は
え
え
　
選
挙
カ
ー
に
は
も
っ
て
こ
い

田
の
く
ろ
で
　
手
袋
汚
す
票
固
め

．お
―
い
　
五
右
衛
門
風
呂
が
呼
び
よ
る
ぞ

道
ひ
と
筋
　
輔
の
炎
見
つ
め
ら
す

今
更
な
が
ら
　
意
見
を
し
て
も
糠
に
釘

道
ひ
と
筋
　
ま
だ
曲
尺
で
建
つ
る
宮

声
は
え
え
　
小
節
が
ち
ょ
っ
と
欲
し
か
な
ァ

お
―
い
　
煮
豆
は
焦
げ
ち
ゃ
居
ら
ん
か
い

道
ひ
と
筋
　
国
宝
の
手
は
か
さ
く
れ
て

お
―
い
　
風
呂
で
浮
か
ん
じ
ゃ
お
ら
ん
か
い

POETRY PAGE

13 TAKAMORI TOWN-2004.03

な

か

ま

仲
間
の
ホ
タ
ル
た
ち
。

こ
れ
は
、

な
か
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か

仲
間
と
の
や
り
と
り
の
中
で
と
も

み
と

　

　

あ

　

　

さ
さ

　

　

あ

　

　

　

　

か
ん
け

い

に
認
め
合
い
支
え
合
え
る
関
係
を

作

っ
て
い
く
こ
と
の
大

は
な
し

え
さ
せ
ら
れ
る
お
話
で

し
ょ
う

が
く

せ
い

「
み
ん
な
ち
が

っ
て
、

み
ん
な

ひ
と
り

い

い
」

と

い
う

よ

う

に
、
　
一
人

ひ
と
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　

　

　

　

ま
え

一
人
が
ち
が

っ
て
当
た
り
前
、
そ

の
ち
が
い
を
お
互
い
が
し

っ
か
り

み
　
　
　
　
　
　
あ

と
見
つ
め
合
え
た
ら
ど
ん
な
に
い

い
だ
ろ
う
。

み
ん
な
も
多
少
な
り
と
も
で
き

な
い
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。
「
一

輪
車
に
乗
れ
な
い
」
、
「鉄
棒
が
で

ひ
と
り
　
ひ
と
り

き
な
い
」
‥
二

人

一
人
の
で
き
な

い
こ
と
も
さ
ま
ざ
ま
だ
。
そ
の
「で

き
な
い
こ
と
」
に
ひ
と
り
で
な
や

む
の
で
は
な
く
、
い
っ
し
ょ
に
そ

の
こ
と
に
な
や
み
、
自
分
の
こ
と

か
ん
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か

ま

の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
る
仲
間
が

い
た
ら
ど
ん
な
に
い
い
だ
ろ
う
。

私
た
ち
の
身

の
ま
わ
り
で
も
、

「自
分
の
こ
と
ば
か
り
で
、
他
人

の
こ
と
な
ど
ど
う
で
も
い
い
…
」

い

し
き

　

　

み

と
い
う
意
識
が
見
え
か
く
れ
し
ま

す
。
ど
う
か
、
今

一
度
、　
こ
の

も
のが
た
り　
と
お
　
　
　
　
　
　
ひと

物
語
を
通
し
て
、
人
と
の
つ
な
が

か
ん
が

り
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
え
た
ら

お
も

と
思
い
ま
す
。

●

《
感
想
》

人
権
や
差
別
と
い
う
も
の
を

か
ん
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
いせ
つ

考
え
る
と
き
、
大
切
な
も
の
が
あ

あ

い

て
　

　

た
ち

ば
　
　
　
た

り
ま
す
。
「相
手
の
立
場
に
立
つ
」

た
　
に
ん
　
　
こ
こ
ろ
　
　
い
た
　
　
　
　
　
わ

「他
人
の
心
の
痛
み
が
分
か
る
」

げ
き

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
劇
で
の

こ　
　
　
　
た
ち
　
　
お
も
　
　
　
　
す
な
お
　
　
・つ

子
ど
も
達
の
思
い
を
素
直
に
受
け

と

　
　

　
　

　
　

じ
ん
け
ん

い

し
き
　
　
た
が
　
　
　
　
あ
か

止
め
て
、
人
権
意
識
を
高
め
、
明

じ
ん
け
ん
そ
ん
ち

ょ
う

　

ま
ち

る
い
人
権
尊
重
の
町
に
し
た
い
も

の
で
す
。

じ
ゅ
ラ
み
ん

せ
い

か

つ
　
か
　
　
　
ど
う
　
わ
　
た
い

さ
く

か
か
り

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

林
　
　
不
忘

堀
田
　
蘇
仙

佐
藤
多
可
雄

田
上
黙
公
子

上
井
加
根
女

後
藤
　
愛
子

佐
藤
　
重
信

岡
本
　
琴
司

三
森

　

茜

松
野
　
笑
声

渡
辺
　
雲
海

桐
原
　
白
酔

す 切ち°
さ
をか
考察

●

じ

ん

け

ん

け

い

は

つ

◎
な
み
だ
に
は
　
自
分
の
気
持
ち
が
　
う
つ
っ
て
る

高
森
中
央
小
学
校
３
年
　
迎
　
　
　
勇
　
太

◎
い
じ
わ
る
を
　
し
た
ら
自
分
に
　
か
え
っ
て
く
る

高
森
中
央
小
学
校
３
年
　
田
　
上
　
慎
　
生

◎
友
だ
ち
と
　
な
み
だ
を
な
が
す
と
　
い
い
気
持
ち

高
森
中
央
小
学
校
３
年
　
荒
　
牧
　
茉
　
名

◎
友
だ
ち
と
　
今
の
気
持
ち
が
　
同
じ
か
も

高
森
中
央
小
学
校
３
年
　
甲
　
斐
　
誠
　
弥

◎
み
ん
な
の
　
え
が
お
は
　
パ
ワ
ー
に
な
る

高
森
中
央
小
学
校
３
年
　
後
　
藤
　
兼
　
三

◎
も
や
も
や
　
バ
イ
バ
イ
　
い
い
気
持
ち

高
森
中
央
小
学
校
３
年
　
本
　
田
　
雄
　
大

◎
ペ
ラ
ベ
ラ
と
　
人
の
悪
口
　
ゆ
る
せ
な
い

高
森
中
央
小
学
校
３
年
　
山
　
辺
　
大
　
輔

◎
み
ん
な
で
　
遊
び

一
つ
に
な
れ
ば
　
い
い
気
分

高
森
中
央
小
学
校
３
年
　
皿
（　
椙
　
七
　
幸

（第
６
回
高
森
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
啓
発
標
語
の
中
か
ら
）

●●

今
更
な
が
ら
　
認
知
は
せ
ん
て
あ
る
か
い
た

お
―
い
　
空
し
い
捜
査
隊
の
声

田
の
く
ろ
で
　
素
朴
に
実
る
恋
も
あ
る

道
ひ
と
筋
　
愛
弟
子
に
賞
金
女
王

過
ぎ
し
日
の
想
い
浮
べ
つ
年
を
越
す

追
信
に
心
こ
も
れ
り
年
賀
状

松
の
内
イ
ラ
ク
で
ゆ
れ
る
自
衛
隊

初
放
送
新
撰
組
の
歴
史
か
な

山
里
は
舞
う
雪
飛
ぶ
雪
落
ち
る
雪

寝
静
ま
る
村
に
寒
波
の
風
が
吠
く

屋
根
の
雪
大
音
響
で
落
下
せ
り

椋
鳥
の
群
れ
て
ね
ぐ
ら
に
春
浅
し

松
山
キ
ヨ
子

馬
原
　
馬
笑

後
藤
　
信
子

浦
塚
　
南
天

森

　

正
六

後
藤
　
法
龍

本
田
　
初
雄

鶴
林
　
　
巧

本
田
　
訓
子

岩
下
　
京
子

森
　
　
政
隆

阿
部
タ
ツ
エ

肥

後

狂

句

弥
　
月

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

縮

―
|‐
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ト
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相

ν
　

　

　

生

（河
原
す
す
き
の
句
会
）



日
２
月
２２
日

（日
）
、
高
森
町
交

通
宣
言
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
、
健
康
づ
く
り
と
親
睦
で
明
る

く
活
気
に
満
ち
た
町
を
つ
く
ろ
う

と
、
町
体
育
協
会
主
催
、
阿
蘇
南

部
地
区
交
通
安
全
協
会

・
熊
本
県

信
用
組
合
高
森
支
店
が
協
賛
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
大
会
に
は
町

内
の
駐
在
区
や
職
場
、
学
校
な
ど

か
ら
５４
チ
ー
ム
が
参
加
。
春
を
感

じ
さ
せ
る
晴
天
の
中
、
沿
道
の
人

か
ら
の
大
き
な
声
援
を
受
け
た
選

手
の
皆
さ
ん
は

「交
通
安
全
」
を

訴
え
な
が
ら

一
生
懸
命
力
走
し
て

い
ま
し
た
。

大
会
結
果

（優
勝

の
み
）

▼

一
般
の
部

優
勝
　
色
見
イ
ー
グ
ル

▼
小
学
校
の
部

優
勝
　
高
森
中
央
Ｓ
Ｃ

▼
中
学
校

・
高
校
の
部

優
勝
　
箱
根
駅
伝
フ
ア
ン
ク

ラ
ブ

■

　

●
咬仏襦荘

精
症
と
付
き
含
う

日
に
日
に
暖
か
く
な

っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
花
粉
も
飛

び
交
う
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

花

粉

症

と

は

花
粉
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
言
い
、
く

し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
日

の
か
ゆ
み

・
流
涙
な
ど
の
症
状
が

最
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

引
き
起
こ
す
代
表
的
な
も
の
に

ス
ギ
花
粉

。
ヒ
ノ
キ
花
粉
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
イ
ネ
科
の

植
物
や
キ
ク
科
の

一
部
の
植
物
な

ど
４０
種
類
以
上
も
あ
り
ま
す
。

花
粉
飛
散
量
の
増
加
や
自
動

車
の
排
気
ガ
ス
な
ど
に
よ
る
大
気

汚
染
、
換
気
の
悪
い
部
屋
で
の
ス

ト
ー
ブ
や
ガ
ス
レ
ン
ジ
な
ど
の
燃

焼
に
よ
る
室
内
環
境
汚
染
、
さ
ら

に
個
人
の
体
質
の
変
化
な
ど
と
あ

い
ま
っ
て
十
数
年
前
か
ら
患
者
数

も
急
増
し
て
い
ま
す
。

花
粉

の
多

い
日

ス
ギ
花
粉
は
飛
散
し
始
め
て
、
７

～
１０
日
か
ら
量
が
多
く
な
り
、
こ
れ

か
ら
４
週
間
く
ら
い
が
最
も
多
い

時
期
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
期
間
は

次
の
よ
う
な
天
候
の
場
合
に
花
粉

が
多
く
な
り
ま
す
。

①
晴
れ
て
、
気
温
が
高
い
日

②
空
気
が
乾
燥
し
て
、
風
が
強
い
日

③
雨
上
が
り
の
翌
日
や
気
温
の
高

い
日
が
２
、
３
日
続
い
た
あ
と

さ
ら
に
、
昼
前
後
と
日
没
後

交
通
安
全
宣
言
駅
伝
大
〈

餞

= 

五

畿臨醸燿爾

交

誦

菫
７
任
駆
の
な
い

性

み
よ

い

□Ｔ
づ
こ
『
官

参
加
チ
ー
ム
紹
介

保 健 師 か ら

あなたへの

●   ●

●   ●

一般の部優勝の色見イーグル

食
生
活
改
善
推
進

委
員
お
弁
当
配
食

昨
年
１２
月
２６
日

（金
）
、
食
生

活
改
善
推
進
委
員
横
町
支
部
の
平

田
美
和
子
さ
ん
と
高
月
弘
美
さ
ん

が
、　
一
人
暮
ら
し
の
家
庭
に
お
弁

当
を
配
食
し
ま
し
た
。

食
生
活
改
善
推
進
委
員
は
、
講

話
や
調
理
実
習
な
ど

の
指
導
を

受
け
、
親
子
料
理
教
室
、
子
ど
も

の
お
や
つ
作
り
な
ど
を
行
っ
て
い

』

ま
す
。
ま
た
、
小

。
中
学
校
の
総

合
学
習
の

一
環
と
し
て
、
子
ど
も

達
に
郷
土
料
理
を
伝
承
し
て
い
ま

す
。今
後
も
、
地
域
の
方
々
と

一
緒

に
心
の
ふ
れ
あ
い
は
も
ち
ろ
ん
、

楽
し
く
健
康
な
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
活
動
し
ま
す
。

高
森
町

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

▼

一
般
の
部

青
山
製
作
所
Ａ
・
Ｂ
。
Ｃ
、
上
町
カ
ー
二

バ
ル
ズ
、
上
町
向
上
会
陸
上
部
、
色
見

イ
ー
グ
ル
、
Ｍ
ｔ
．Ｎ

ｅ
ｋ

ｏ
（高
校
職

員
）
、
草
部
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
、
役

場
、
高
森
寮
Ａ
・
Ｂ
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
昭

和
Ａ
、
ペ
プ
シ
マ
ン
昭
和
Ｂ
、
ビ

ュ
ー

テ

ィ
ー
昭
和

Ｃ
、
ダ
ウ

ン
タ
ウ

ン
、

草
部
に
わ
か
駅
出
ん
部
、
高
森
中
央

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ

▼
小
学
生
の
部

高
森
ド
ン
キ
ー
ズ
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
、
草
南
小

６
年
生
、
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
中
央
、
サ

ド
ン
デ
ス
中
央
、
高
森
中
央
ラ
ブ
リ
ー

ガ
ー
ル
ズ
、
高
森
中
央
５
年
乙
女
―
ズ

そ
の
１
。
そ
の
２
、
高
森
中
央
４
年
坊

主
、
高
森
中
央
Ｓ
Ｃ
、
高
森
中
央
シ
ャ

ト
ル
ラ
ン
ナ
ー
ズ
、
高
森
中
央
小
バ

ス
ケ
・剣
道
部
、
高
森
中
央
小
剣
道
・バ

ス
ケ
マ
リ
ン
ズ
、
高
森
中
央
ハ
イ
テ
ン

シ
ョ
ン
ズ

▼
中
学
校
・高
校
の
部

高
森
東
中
女
子
バ

ス
ケ

ッ
ト
部

Ａ

チ
ー
ム
・
Ｂ
チ
ー
ム
、
高
森
高
校
陸
上

部
Ａ
・
Ｂ
、
久
米
・久
米
ク
ラ
ブ
、
久
米
・

久
米
ヤ
ン
グ
、
高
森
高
校
テ
ニ
ス
部
、

高
森
高
校
２
年
１
組
、
高
森
高
校

１

年
３
組
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

＆
バ
ス
ケ
ッ
ト
マ
ン
、
高
森
中
野
球
部

Ａ
・
Ｂ
、
箱
根
駅
伝
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
、
高

森
中
陸
上
部
女
子
、
高
森
中
サ
ッ
カ
ー

部
Ａ
・
Ｂ
、
高
森
中
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

Ａ
・
Ｂ
、
高
森
中
女
子
バ
ス
ケ
ツ
ト
部
、

テ
ー
ム
な
べ
や
、
鞭
馬
連
合
、
チ
ー
ム

ト
ラ
イ

（１７
時
～
２１
時
）
く
ら
い
の
時
間
帯

に
多
く
な
り
ま
す
。

予
防
対
策

①
外
出
時
は
マ
ス
ク
や
メ
ガ
ネ
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
使
用
の

方
は
、
花
粉
が
レ
ン
ズ
と
結
膜

の
間
で
擦
れ
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
メ
ガ
ネ
に
変
え
た
ほ
う
が

よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
マ
ス

ク
の
着
用
も
有
効
で
、
通
常
の

マ
ス
ク
で
は
約
１
／
３
に
、
花

粉
症
用
の
マ
ス
ク
で
は
約
１
／

５
に
鼻
に
入
る
花
粉
量
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
羊
毛
製
の
衣
類
は
花
粉
が
付
着

し
や
す
く
、
花
粉
を
室
内
等
に

持
ち
込
み
や
す
い
の
で
、
花
粉

の
つ
き
に
く
い
も
の
を
選
び
、

室
内
に
入
る
と
き
は
衣
類
を
よ

く
払

っ
て
花
粉
を
持
ち
込
ま
な

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

③
帰
宅
時
に
は
手
洗
い
、
洗
顔
、

う
が
い
、
洗
眼
を
心
が
け
、
体

に
つ
い
た
花
粉
を
洗
い
流
し
ま

‐
′）
よ

う

。

④
窓
の
開
閉
を
最
低
限
に
控
え
、

空
気
清
浄
機
な
ど
で
室
内
の
空

気
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
洗
濯
物
や
布
団
の
干
し
方
に
注

意
し
ま
し
よ
う
。

イ

〇

花粉症を予防しよう!
この季節の悩みといえヤよ くしゃみ、鼻水、日の
かゆみなどの花粉症です。花粉症対策は、「運動」「休

養」「栄養」です。花粉症の季節だけでなく、年間を

通して体を鍛え、抵抗力をつける努力をしましょう。

目と粘膜を守るビタミンA!
にんじん、かばちゃ、ほうれん草、春菊、鶏レバー

などに多く含まれるビタミンAは、皮膚や粘膜を丈
夫に保ち、ウイルスなどに対する抵抗力をつけます。

体内でビタミンAに変わるカロチンは、がんを予防
する栄養素としても注目されています。これが不足

すると、疲労、 ドライアイ、視力の低下などの目の
トラブル、髪や肌のかさつきの原因となります。

1軒づつ、手作りのお弁当を配りました

２
月
１
日
、
高
森
町
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
高
森
中
央

小
学
校
の
保
護
者
や
草
部
南
部
地

区
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
白
熱
し

た
試
合
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

【大
会
結
果

（優
勝
の
み
掲
載
）】

〇

一
般
Ａ
部

長
尾
和
博

・
松
村
菜
緒
子

Ｂ
部
勝

・
中
川
美
穂

校
６
年
女
子
の
部

秋
沙

・
甲
斐
朱
音

（高
森
中
央
小
学
校
）

〇
小
学
校
５
年
女
子
の
部

平
田
恵
美

・
堀
田
沙
智

（高
森
中
央
小
学
校
）

○
小
学
校
４
年
男
子
の
部

後
藤
亮

・
矢
津
田
勇
也

（高
森
東
小
学
校
）

○
小
学
校
４
年
女
子
の
部

堀
田
美
沙
貴

・
楢
木
野
千
秋

（高
森
中
央
小
学
校
）

○
小
学
校
３
年
男
子
の
部

松
井
明
生
太

・
伊
藤
徳
晃

（高
森
東
小
学
校
）

○
寺
子
屋
の
部

杉
永
あ
お
い

・
城
井
大
滉

（高
森
中
央
小
学
校
）

○  ○
山 小 谷 一
村 学 川 般
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栄養士の
いただきま～す

鶏レバーの揚げぎょうざ回

□材料 (5人分 )
鶏レバー 250g、 玉ね
ぎ 100g、 バター大さ
じ 2、 カレー粉小さじ

1強、塩少々、 こしょ
う少々、バン粉大さじ

1強、ぎょうざの皮 15
枚、揚げ油

□作り方
①鶏レバーは水洗いし、血抜きをする。そして

ゆでてみじん切りにする。玉ねぎもみじん切
りにする。

②フライパンにバターを熱し、レバーと玉ねぎ
を炒め、塩、こしょう、カレー粉、パン粉を
加える。

③②が冷めてから、ぎょうざの皮にのせ包む。
④油で揚げて出来上がり。

紐
『厠

壽
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■

言

１

嵐
「
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平
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「
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Ｆ
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７
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ト
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應
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国
民
年

金

だ

よ
り

◆
〉大
切
な
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

●
第
１
号
被
保
険
者
の
手
続
き

次
の
場
合
に
は
、
第
１
号
被
保
険
者
に
な

る
た
め
の
手
続
き
を
、
自
分
の
責
任
で
、
必
ず

住
所
地
の
市
区
町
村
の
国
民
年
金
窓
口
で
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
２０
歳
に
な

っ
た
と
き
（第
２
号
・第
３
号
被

保
険
者
に
該
当
し
て
い
る
と
き
を
除
き
ま

す
）

②
第
３
号
被
保
険
者
だ

っ
た
人
が
配
偶
者
の

退
職
な
ど
で
第
２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養

配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

③
第
３
号
被
保
険
者
だ

っ
た
人
の
パ
ー
ト
等

の
年
収
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な

っ
た
と

き
や
離
婚
し
た
と
き

④
第
２
号
被
保
険
者
だ

っ
た
人
が
６０
歳
前
に

退
職
し
て
自
営
業
者
等
に
な
っ
た
と
き

⑤
海
外
に
住
ん
で
い
た
人
が
日
本
国
内
に
住

所
を
有
し
た
と
き
（第
２
号
。第
３
号
被
保

険
者
に
該
当
し
て
い
る
と
き
を
除
き
ま

す
）

海
外
に
住
む
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
日
本

人
等
は
、
希
望
す
れ
ば
、
市
区
町
村
の
国
民
年

金
窓
口
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民

年
金
の
任
意
加
入
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。な
お
、
任
意
加
入
者
は
、
第
１
号
被
保
険
者

と
同
額
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。

●
第
２
号
被
保
険
者
の
手
続
き

就
職
・転
職
。再
就
職
な
ど
で
厚
生
年
金
保

険
ま
た
は
共
済
組
合
に
加
入
し
た
人
の
国

民
年
金
の
第
２
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め

の
手
続
き
は
、
勤
め
先
の
事
業
主
等
が
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
第
３
号
被
保
険
者
の
手
続
き

次
の
場
合
に
は
、
第
３
号
被
保
険
者
に
な

る
た
め
の
手
続
き
を
、
本
人
が
配
偶
者
の
勤

め
先
の
事
業
主
へ
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、

事
業
主
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者
は
、
手
続
き
す
る
だ
け

で
、
個
人
で
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
、
保
険

料
を
納
め
た
と
き
と
同
じ
権
利
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

①
健
康
保
険
の
被
扶
養
配
偶
者
が
２０
歳
に

な

っ
た
と
き

②
配
偶
者
の
就
職
な
ど
で
健
康
保
険
の
被

扶
養
配
偶
者
と
な
っ
た
と
き

③
婚
姻
に
よ

っ
て
健
康
保
険
の
被
扶
養
配

偶
者
と
な

っ
た
と
き

④
パ
ー
ト
の
年
収
が
１
３
０
万
円
未
満
に

な

っ
た
等
で
健
康
保
険
の
被
扶
養
配
偶

者
と
な
っ
た
と
き
等

国
民
年
金
の
任
意
加
入
者

平
成

１６
年
４
月
１
日
か
ら
総
額

表
示
方
式
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

平
成
１６
年
４
月
１
日
か
ら
、
課
税
事
業
者

が
消
費
者
に
対
し
て
商
品
等
の
販
売
、
役
務

の
提
供
等
の
取
引
を
行
う
に
際
し
、
あ
ら

か
じ
め
そ
の
取
引
価
格
を
表
示
す
る
場
合
に

は
、
消
費
税
相
当
額

（含
む
地
方
消
費
税
相

当
額
）
を
含
め
た
価
格
の
表
示
を
義
務
付
け

た

「総
額
表
示
方
式
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
価
格
表
示
は
、
「値
札
」
、
チ

ラ
シ
や
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ

る

「広
告
」
な
ど
、
消
費
者
に
対
し
て
行
わ

れ
る
価
格
表
示
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
表
示
媒
体
に
よ
り
行
わ
れ
る
か
を
問
わ

ず
、
総
額
表
示
義
務
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
う
っ
か
り
し
て
所

得
の
一
部
が
申
告
漏
れ
と
な
っ
て
い
た
り
、
扶

養
控
除
額
の
計
算
を
誤
っ
た
た
め
に
還
付
金
が

多
過
ぎ
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
れ
た
場

合
は
、
速
や
か
に

「修
正
申
告
」
を
し
て
く
だ

さ
い
。
自
発
的
に

「修
正
申
告
」
を
さ
れ
た
場
合

に
は
、
過
少
申
告
加
算
税
は
か
か
ら
な
い
こ
と

と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
逆
に
、
申
告
し
た

税
額
が
多
過
ぎ
て
い
た
り
、
還
付
を
受
け
た
金

額
が
少
な
か

っ
た
場
合
に
は
、

「更
正
の
請
求
」

に
よ

っ
て
、
正
し
い
税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の

「更
正
の
請
求
」
が
で
き
る
期

間
は
、
原
則
と
し
て
申
告
期
限

（平
成
１５
年
分

は
、
平
成
１６
年
３
月
１５
日
）
か
ら
１
年
以
内
と

な

っ
て
い
ま
す
。

税
に
つ
い
て
、
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
阿
蘇
税
務
署
や
税
務
相
談

室
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

鑑
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
１

税
務
相
談
室
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
９

●総額表示の例

0,290

0総額表
税抜9

9,800円

税抜9

円 )

円、

消費税等490円 )

もヽの

∩
）
Ｑ
）
ハ∠０

間所
遅侍
つ税
ての
い確
た定
と申
き告
はが

●   ●

●   ●

運転免許試験を
受けられる皆様へその油断

火から炎へ災いヘ

消麟ボンフ自動車寄贈

★お知 らせ

3月 1日 (月 )か ら4月 9日 (金 )までの期間は、高校生の卒
業や春休みシーズンと重なるため、普通免許及び原付免許の

受験者数が通常の 5・ 6倍に増加し、その結果、試験の受付が
大変混雑した り、試験合格者への免許証の交付時間が午後 5

時近くになるといった事態が予想されます。

この時期に受験を予定されている方は、事情をご理解の上、

来庁されますようお願いします。

★試験案内

①試験の受付時間
高森警察署 TEL 62-0110

月曜日～金曜日(祝休日を除く)の午前 8時30分から午前 9時まで
※ 3月 1日 (月 )か ら4月 9日 (金 )までは、午前 8時から受付を開始します。
②持参するもの

本籍地が記載された住民票 (発行から6ヵ 月以内で熊本県内の住所地が記載されたもの)又は既に

取得している運転免許証 (住所地が熊本県内であること)/写真 2枚 (申請書と受験票に使用する
もので、サイズは縦 3 cm、 横 2.4 cm)/ボ ールペン、鉛筆、消しゴム/印かん (認印)/自 動車学校
の卒業証明書 (発行日から 1年以内)/仮免許証
※写真は、裏面に氏名及び撮影年月日を記載してください。

これか ら空気が乾燥 して、火災の発生しやすい気候
‐

となる時季を迎えます。

枯草類を焼くときは特に注意しましょう。

1.風の強いとき、乾燥注意報発令中は絶対に焼却しない

2.家のまわりで焼却しない

3.焼却後は完全に消火すること

4.必ず 《水バケツ》《消火器》《火消し棒》等を準備すること

阿蘇広域行政事務組合消防本部
南音F分署 TEL 62-9034

この度社団法人、日本損害保険協会から消防ポンプ自動車を

阿蘇広域行政事務組合消防本部に寄贈され、南部分署へ配置さ

れることになりました。

‐
1l  TAKAヽ 4(DRI TC)ヽアN-2004.03

標準型消防ポンプ自動車(CD― I型 )
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熊本県運転免許センター (菊池郡菊陽町辛川 2655)TEL 096-233-0116※火災・救急・救助など緊急の場合は 119番ヘ
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